
資料３ 
○令和４年第４回定例会補正予算の主なもの 

（単位：千円） 

事業名 予算額 事業の概要 
漁業用燃油価格高騰緊急対策
事業費 

【新規】 

659,367  燃油価格高騰の影響を受けている漁業経営に対する
支援 
 
 
 
 
 
 

太平洋海域漁業被害対策関連 
 

【新規】 

334,857 
 

繰越明許費 
334,551 

 北海道太平洋海域で発生した漁業被害に対する対策
事業を実施 
 
１ 広域モニタリング体制構築事業費 
  漁業被害の未然防止・軽減のため、全道海域で 
 赤潮原因プランクトンのモニタリングや、関係機 
 関と連携して、赤潮発生予察手法の開発等を実施 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 環境・生態系保全緊急対策事業費 
  赤潮が発生した太平洋海域において、漁業者等 
 による漁場再生の活動を支援 
（１）漁場環境回復 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）実施体制強化 
 
 
 
 
 

区　分 内　容

概 要
国の漁業経営セーフティーネット構築事業における
漁業者等の積立金相当額の支援金を支給

実施主体 道漁連、機船漁業協同組合等

対 象 者 セーフティーネット加入漁業者等

補助単価 燃油１キロリットルあたり1,000円～8,500円

 

区　分 内　容

実施主体 道（水産技術普及指導所）

事業内容
・海水の分析委託（全道海域）
・プランクトン検鏡技術の普及・指導

ﾓﾆﾀ ﾘ ﾝ ｸﾞ
実施内容

[箇所]全道海域
[期間]Ｒ５年４月～Ｒ６年３月
[頻度]被害発生地域：週１回（７～12月）
　　　その他　　　：月１回

所 要 額 24,857　[繰越明許費]24,857

内　容

漁業者等で構成する活動組織
（地域協議会経由で支援）
ウニ殻等除去・処分、岩盤清掃、
種苗の放流、漁場環境の把握等

国70％、道15％、市町村15％

2,000,000

国 1,400,000

道 300,000　[繰越明許費]300,000

市町村 300,000

区　分

実施主体

支援対象

負担割合

総事業費

区　分 内　容

実施主体 道

事業内容
・連絡会議の開催
・資源回復状況の分析

所 要 額 10,000　「繰越明許費」9,654

 

 



 


